
一人一人の力を伸ばし、生徒同士の一体感をつくり、集団としての力を高める２学期がスタートします！
夏休み前半は、運動部の県大会に団体種目で男子バスケット・柔道・卓球、女子ソフトボール・ソフトテ

ニス、個人種目で男女陸上競技、女子ソフトテニス、男子剣道・柔道・卓球・水泳など総勢２６名が、狭山
市の代表として健闘してくれました。文化部も吹奏楽部が埼玉県吹奏楽コンクール西部地区大会４年連続金
賞、同県大会銅賞を獲得しました。３年生から引き継いだ１，２年新体制の部活動も活発に活動していまし
た。また、地域のお祭りのためにサッカー部、男子ソフトテニス部、吹奏楽部の生徒たちが、準備や片付け、
演奏披露などに協力し、地域に貢献する活動もしてくれました。こうした活動は、狭山台中の良き伝統とも
言えますが、地域に役に立つ活動を真面目にやってくれる生徒が沢山いてとてもありがたいことだと思って
います。また、学校応援団・ＰＴＡ・地域会議の皆様方には、休み中の夜間パトロール等の見守り活動、学
校花壇等の維持管理にご協力いただき改めて感謝申し上げます。２学期は、体育祭・音楽会といった２大行
事をとおして、集団としての力を高めていきたいと考えています。そして学習にも落ち着いて真剣に取り組
む姿勢・意欲を育てながら学力の向上に努めてまいります。２学期もご支援ご協力をお願いいたします。

２学期の生活において期待すること 始業式の言葉(抜粋)
「行事の成功は信頼と努力」

行事を成功させるためには、クラス・学年・団の仲間を、「信頼」することから始まります。「信頼」と
いう言葉が台中の校訓にあります。意味は、「相手を信用し、頼る・任せる」ということです。学級内は
もちろん、時に学年の枠を超えて、目標に向かって互いに信頼し合い、本番までの取り組み過程の苦労や
結果に対する喜びなどを分かち合ってほしいと思います（中略）。…信頼を得るためには「努力」が必要
です。「努力」という言葉も台中の校訓にあります。意味は、「目標を実現するために、心や身体を使って
具体的に動く」ことです。３年生は、中学校最後の行事を自分たちも楽しみつつ、後輩をリードしてくだ
さい。２年生は、１年時の経験を活かして、昨年以上の成果を目指してください。１年生は、先輩方の凄
さを体感しながら一生懸命やってくれればそれで大丈夫です。ただし、取り組む過程で大事な事がありま
す。それは、行事における役割分担では、適材適所を考えること。無理はしないこと、させないこと。仲
間を思いやること。このことは絶対に忘れないで頑張ってください。
「学習（授業）における協同」

学習は自分のため。個人の頑張りが重要ですが、学校での授業は、クラス単位の集団で行うのでクラス
の皆で一緒に考えたり、教えたり、教えてもらったり、皆で協力して課題を解決したり、他の人の考えを
認め合ったりする雰囲気がないと一人一人の学習成果、学力向上にはつながりません。台中の校訓に、「協
同」という言葉があります。意味は、「目的のために共に心と力を合わせて物事を行う」ことです。生徒
同士が心と力を合わせて授業に取り組めば、一人一人の学力や技能、体力の向上につながるはずです。特
に３年生にとっては、進路決定の大事な時期です。学級や学年全体が、心と力を合わせて一人一人の進路
目標が叶うように、協同による授業を意識して皆がレベルアップできるように頑張ってください。
「気をつけてほしいこと」

人は、忙しさが続いたり、努力しているのに思うような結果が出なかったりするとイライラすることが
あります。そんな時は、つい思ってもいない言葉を口にしたり、態度をとったりして他人を傷つけてしま
うことがあります。逆に、ちょっとした他人の言動を神経質に捉え(考え)過ぎてしまって、落ち込んでし
まうこともあります。そんな辛い思いをしたりさせたりしないように気をつけなければなりません。その
ためには、「人にはそれぞれ得意不得意がある」こと、「考え方にも違いがある」こと、「頑張ってはいる
んだけど上手くいかない時がある」ことなどを知っておくこと、理解しようとすることが大切です。少し
でも相手を思って、考えて、接することができれば、自分自身のイライラを顕わにしたりすることもなく
なり、周りを理解しようとする心遣いがあれば、仲間外れやいじめは、絶対に起こらないと思います。

夏の取り組み（生徒編） 自主的に学ぶ意欲が素晴らしい

富士見集会所ふれあい教室 ３年生夏季講習（補習勉強）会
７月後半の３日間、富士 ７月と８月の後半に本校
見集会所を利用して本校 にご協力をいただいてい
の教員が指導者となり、 る学習支援ボランティア
１，２年生に国・数・英 ＳＳＶＣの皆さんに３年
の勉強会 を行いました。 生の補習勉強の面倒を見
勉強の他にも平和教育に ていただきました。参加
ついての講話も聴かせて した生徒たちは真剣に取
いただきました。 組んでいました。
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学校教育目標

○学び合う生徒
○考えて行動できる生徒
○高め合う生徒
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夏の取組（教師編） 先生方も日々研修しています！

本校では、生徒たちにより質の高い授業を提供するために、教師同士が先生役・生徒役になって、生徒の
立場・気持ちを考えながら、どのような工夫をしたら生徒が理解しやすいか等を、実際に授業を展開して教
師同士が互いに意見交換をする研修を行いました。また、毎年小中一貫教育の取組として台中・台小・富士
見小の教員が一堂に会して、学習や生活、行事や安全面におけるより良い小中の接続を研究しています。

数学授業の工夫を学ぶ 合唱の指導法を学ぶ 特別の教科道徳を学ぶ 小中の接続を考える

夏休み中の部活動の成果

吹奏楽部 第６０回埼玉県吹奏楽コンクール地区大会 中学校Ａの部 金賞 同県大会銅賞
バスケット部 狭山市夏季新人バスケットボール大会 男子：優勝 女子：第３位
バレー部 狭山市バレーボールサマーカップ 第３位

お 知 ら せ １ ９／１４（土） 第４５回体育祭です！

赤団 青団 黄団 緑団 桃団 今年は、全学年５学級のため５色５団の対抗戦
となった狭山台中体育祭。どの団も優勝目指して

３年５組 ３年４組 ３年２組 ３年１組 ３年３組 精いっぱい頑張ります！
保護者や地域の方々に、生徒たちの練習の成果

２年４組 ２年５組 ２年２組 ２年１組 ２年３組 をご覧いただき、激励・応援願えれば幸いです。

雨天順延［１５日（日）･ １８（火）］
１年２組 １年５組 １年４組 １年１組 １年３組

※正式なプログラムは後日配布します。

スローガン 「 新たな時代に勝利を刻め～５色で紡ぐ１つの歴史 」

お知らせ ２ 新人兼県民総合スポーツ大会狭山市予選 会場一覧

１日目 ９月２７日(金) ２日目 ９月２８日(土) 予備日 ９月２９日（日)

新体制になった１，２年生の部活動も夏休み中、熱心に練習に取り組み、少しずつ個人やチームとして

成長しています。体育祭の２週間後には、運動部の新人体育大会兼県民総合スポーツ大会市内予選会が行

われます。日頃の練習の成果をご覧いただき、激励・応援をよろしくお願いします。

部活動名 会 場 部活動名 会 場 部活動名 会 場

陸上(男女) 狭山台中 男子ソフトテニス 智光山テニスコート 男子卓球 中央中

野球 上奥富運動公園 女子ソフトテニス 智光山テニスコート 女子卓球 堀兼中

女子ソフトボール 西中 男子バスケットボール 市民総合体育館 柔道 西中 ※９／２９(日)

サッカー 赤坂の森運動公園 女子バスケットボール 市民総合体育館 バドミントン 文理中 ※出場なし

女子バレーボール 西中 剣道（男女） 入間野中 水泳 ※県大会個人参加

１ 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 曜

九九学 平 新 新 新 金 英 生 秋 小 平 専 予 体 敬 二 授
校 常 人 人 人 ４ 語 徒 分 学 常 門 備 育 老 予 第 金 体 体 一 三 学 業

月月朝 予 市 市 ５ 弁 朝 の 校 委 日 祭 の 備 45 １ 育 育 ・ 年 期 関
会 備 予 予 ６ 論 会 日 運 員 ② 振 日 日 回 ２ 祭 祭 二 学 始 係

のの日 選 選 水 大 動 会 替 ① 体 ３ 予 予 年 年 業 ・
二 一 ６ 会 会 休 育 ４ 行 行 学 練 式 学

予予日 日 木 日 祭 ・ 予 ・ 年 習 校
目 目 ６ 団 備 木 練 行

定定練 日 ５ 習 事
【９月の生活目標】 ・ 等

○行事に積極的に取り組み、皆で成功させよう。 準
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